平成２３年度　政務調査費　先進都市調査報告書

	会派名
	市民ネット・むろらん

	議員名
	佐藤　潤・小田中　稔・児玉　智明高橋　直美・立野　浩靖

	調査実施年月日
	平成２３年１０月３日(月)

	調査先　自治体名等
	奈良県　生駒市　企画財政部　　市長公室

	調査項目
	１　「市長マニュフェストの進捗・評価について」
２　「市民活動団体支援制度について」

	調査目的
	１　生駒市における新市長誕生からのマニュフェストがどのように遂行さ、評価がどのように行われているのか検証すること

２　市民活動団体支援制度はどのような制度なのか検証すること
室蘭市においてどのように活用できるか検証すること

	報告内容
実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：119,262人（Ｈ23.4.1現在）行政面積：53.18ｋ㎡
２　視察内容
1 マニュフェストの内容について

2 一期目におけるマニュフェストの進捗状況について

3 評価がどのようにされているのか

4 今後どのように進めて行くのか

5 支援制度の経緯について

6 制度の内容について

7 制度の実施内容について

8 今後の課題について

9 課題をふまえた取組みについて

	感想（まとめ）
本市へ生かせること等
	１　生駒市における山下市長は平成１８年に初当選当時は一番若い市長として全国でも注目された市長です。１点目に市長マニュフェストの進捗状況と評価についてですが、市長は一期目からタウンミーティングを行い現在も継続しておこなっている。
　公約の一つに総合病院の閉鎖にともなう新病院の建設をあげ、二期目の現在指定管理者を設定し当初予定していた建設地は地権者などの調整がつかず、他の場所に建設を検討し、現在も進行中。又、予定していたコミュニティーセンター建設を中止いわゆる大型箱ものの建設を中止するなど独自の方向性を持ち、取組み状況は実施済、順調に取組みを進めているものを含めると約６０％以上になっている。具体的な政策を打ち出し進んでいるようです。
２　市民活動団体支援制度について
従来この支援方法としては団体が行う事業に対して期間回数を指定しながら申請内容を精査したうえでの支援ですが、生駒市においては市民の意見を直接反映させ、団体を支援するために１８歳以上の市民が公表された団体を選択し、基準を設けた中で財政的支援の額を決定し市として支援をしていくといった内容で、今後の市民活動団体への支援の在り方の一つとして参考になる内容でした。


